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安全に関する改善事例
記入日：　2005　年　10 月　　28 日

（所属会社） （氏名） （連絡先電話番号）

記入者：

改善の概要： 上流跳ね出し部のﾜｲﾔｰｶﾊﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄをプレキャストコンクリートに変更
取水設備のワイヤー、シーブを保護するための跳ね出しコンクリート構造物。

当初は、支保工を設置し堤体と同時施工する計画であったが、高所の複雑な構造物で危険を伴うため、

PC構造としてｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝにて設置する構造に変更。

メリット： デメリット：
高所での作業量が少なくなり、墜落災害防止に寄与できる。 高価であり、金額的にはコンクリート構造物よりコストアップとなる。

ＰＣ化により打設工程を短縮できる。 クレーン使用時間の調整が必要である。

（略図または写真）

跳ね出しブラッケット設置→支保工設置→打設→養生→支保工解体の工程となる。

（略図または写真）
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